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3月定例会は、3月６日から21日までの 16日間の会期で開催され、町長から提案された平成25年度の各会
計の当初予算など３７の議案を審議し、いずれも原案のとおり可決しました。
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平成 25 年度一般会計当初予算は

前年度当初比 14 億 9,553 万円増加（23.5％増）

78 億 6,458 万円 でスタート 
　

　

２
０
１
３
年
度
の
政
府
予
算
案

は
、大
型
公
共
事
業
の
ば
ら
ま
き
、

大
企
業
減
税
の
拡
充
、
社
会
保
障

の
削
減
、
原
発
推
進
、
軍
事
費
の

拡
大
な
ど
、
財
界
と
ア
メ
リ
カ
言

い
な
り
の
政
治
を
完
全
に
復
活
さ

せ
る
予
算
案
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
一
時
的
な
財
政
出
動
で
見
か
け

の
景
気
回
復
を
演
出
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
消
費
税
大
増
税
へ
の
地

な
ら
し
を
ね
ら
っ
た
予
算
案
で
あ

る
こ
と
も
重
大
で
す
。

　
デ
フ
レ
不
況
の
原
因
で
あ
る
国

民
所
得
の
低
下
を
打
開
す
る
施

策
は
欠
落
し
、
地
方
公
務
員
の
賃

金
引
き
下
げ
を
前
提
と
し
た
地

方
交
付
税
の
引
き
下
げ
、
年
金
の

減
額
や
生
活
保
護
基
準
の
引
き

下
げ
等
の
社
会
保
障
費
削
減
な

ど
、
消
費
税
増
税
と
あ
わ
せ
て
、

暮
ら
し
と
経
済
の
危
機
を
ま
す
ま

す
深
刻
化
さ
せ
る
予
算
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
平
成
25
年
度
鞍
手
町
一
般
会
計

予
算
は
、
町
長
就
任
後
あ
ま
り

時
間
が
な
く
、
歳
入
不
足
が
あ
る

中
で
の
予
算
編
成
は
、
か
な
り
苦

労
さ
れ
た
こ
と
だ
ろ
う
と
思
い
ま

す
。
更
に
、
そ
の
中
で
小
学
校
入

学
前
ま
で
の
医
療
費
無
料
化
や

妊
婦
検
診
、
子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ

ン
な
ど
の
予
防
接
種
の
継
続
や
、

各
小
学
校
の
ト
イ
レ
の
洋
式
化
な

ど
、
歓
迎
さ
れ
る
予
算
も
組
み
込

ま
れ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
家
計
の
所
得

は
減
り
続
け
、
負
担
は
増
え
て
い

る
中
で
高
す
ぎ
る
国
保
税
や
ゴ
ミ

袋
料
金
、
保
育
料
の
負
担
軽
減
な

ど
は
考
え
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。　

　

と
り
わ
け
国
保
会
計
は
医
療

費
の
伸
び
に
よ
り
制
度
維
持
も

危
う
く
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
を

保
険
者
に
押
し
つ
け
る
よ
う
な
こ

と
は
あ
っ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　
税
の
公
平
性
と
い
う
意
味
か
ら

も
、
同
和
関
係
予
算
に
も
本
格
的

メ
ス
を
入
れ
る
べ
き
で
す
。

　
こ
う
い
っ
た
問
題
点
の
解
決
策

を
示
し
、
国
保
税
や
ゴ
ミ
袋
料
金

の
値
下
げ
、
さ
ら
な
る
子
育
て
支

援
な
ど
、
町
民
の
暮
ら
し
と
営
業

を
応
援
す
る
予
算
に
組
み
替
え
て

い
く
こ
と
を
求
め
ま
す
。

（
宇
田
川　
亮
）

反
対
討
論

中学校統合で改修が予定される、旧九州工業技術専門学校

３月定例会

　

平
成
25
年
度
当
初
予
算
は
、
中

学
校
統
合
に
お
け
る
校
舎
や
体
育

館
の
整
備
に
伴
う
費
用
、
安
全
・

安
心
な
通
学
路
の
整
備
等
に
伴
う

費
用
を
計
上
し
ま
し
た
。

　

ま
た
耐
震
診
断
の
必
要
な
４
小

学
校
の
体
育
館
に
つ
い
て
の
調
査

委
託
料
、
各
小
学
校
の
ト
イ
レ
を

洋
式
化
す
る
工
事
を
行
い
ま
す
。

　

定
住
促
進
事
業
の
奨
励
交
付
金

の
財
源
を
確
保
す
る
た
め
に
、
過

疎
対
策
事
業
債
を
積
み
立
て
る
新

た
な
基
金
を
創
設
し
ま
す
。

　

ま
た
、
介
護
保
険
の
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
運
営
費
を

計
上
し
、
24
年
度
当
初
予
算
と

比
べ
て
約
23
・
５
％
、
額
に
し
て

14
億
９
５
５
３
万
円
の
増
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

こ
の
結
果
、
一
般
会
計
の
予
算

総
額
は
78
億
６
４
５
８
万
円
と
な

り
ま
す
。（

賛
成
10
・
反
対
１
で
可
決
）

新
中
学
校
の
整
備
始
ま
る

校
舎
の
改
修
と
新
体
育
館
等
の
整
備



会　　計　　名 平成２５年度 平成２４年度 対前年比 議決結果
一　般　会　計 ７８億６，４５８万円 ６３億６，９０６万円 １２３．５ 賛成10・反対 1で可決

特
別
会
計

国民健康保険事業 ２２億  　８８７万円 ２１億３，３５９万円 １０３．５ 賛成10・反対 1で可決

後期高齢者医療 ２億３，９２４万円 ２億２，８８６万円 １０４．５ 全員賛成で可決
住宅新築資金等 ８４万円 ５５万円 １５２．７ 賛成10・反対 1で可決

流域関連公共下水道事業 ７億２，９７０万円 ７億２，６５１万円 １００．４ 全員賛成で可決
かんがい施設維持管理運営費 ２，８６８万円 ５，６０２万円 ５１．２ 全員賛成で可決
谷山池パイプライン水利施設維持管理運営費 ７８２万円 ７７９万円 １００．４ 全員賛成で可決
中山西区用地造成事業 １５万円 ５，９９４万円 ０．３ 全員賛成で可決
泉水団地改良住宅移設事業 １１億２，３５６万円 ７億２，０３５万円 １５６．０ 全員賛成で可決

地方独立行政法人くらて病院貸付金 ４億　    ２７６万円 ー ー 全員賛成で可決

水道事業会計
収益的収入 ３億１，２３３万円 ２億９，６５２万円 １０５．３

全員賛成で可決
収益的支出 ３億４，２７５万円 ３億３，００６万円 １０３．８
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【会計別当初予算】

物件費　

（１２．７％）

歳　出（ 使いみち ）
人件費　

その他　６，１５８万円
（０．８％）

補助金 ･負担金

（１８．４％）

（１０．１％）

７８億６，４５８万円
歳出合計

（１００％）普通建設事業費
 ２０億９６万円
（２５．４％）

維持補修費
 ４，７６６万円
（０．６％）

借金の返済
　６億５，７８１万円

（８．４％）

繰出金　７億１，１３３万円
　　　　 　　　　（9．0％）

歳　入（ 財源 ）

町 税
１６億１，５９１万円

（２0．5％）　

地方交付税　
２１億６，０００万円

（２７．５％）　
国庫支出金
　7億３，８２３万円

（9．4％）

地方消費税交付金
１億４，０００万円
　　　　 （1．8％）

地方譲与税
６，４００万円
　      （0．8％）

分担金及び負担金
　１億２４０万円

使用料及び手数料
　１億６，５８９万円（2．1％）

県支出金
　4億１，８０６万円

（5．3％）

（２６．３％）

諸収入　1億１，５７１万円
その他　2億７，３２８万円

（3．5％）（1．5％）　

町の借入金
２０億７，１１０万円

１１億４，７０７万円
（１４．６％）

７８億６，４５８万円
歳入合計

（１００％）

１０億７０万円

１４億４，６５３万円

（１．3％）

扶助費　７億９，０９４万円



   

歳 出  予算額

78 億 6,458 万円
（100％）

総務費
7億 6,059 万円
　　（9.7％）

民生費
23 億 3,893 万円
　　（29.7％）

　　　 衛生費
7億 4,202 万円
      （9.4％）

公債費
6億 5,781 万円
　　（8.4％）

議会費　9,543 万円（1.2％）

労働費　1,504 万円（0.2％）

一般会計予算　の使いみち一般会計予算　の使いみち

総務費

衛生費
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労働費

　　
　　
　

議会費
３，６２０万円
３１４万円
２８８万円

○ 報酬　　　 　　　  
○ 会議録速記料 　　
○ 政務活動費　　

３，５６８万円
２，７１６万円

１億３，６４６万円
５２３万円

３，６３６万円
３４９万円
８５１万円

○ 町有財産管理費用
○ 文書・広報発行費用
○ 電子計算機管理費用　  　  
○ 交通安全対策費
○ 財政調整基金費
○ 定住促進事業奨励金
○ 参議院議員選挙費

民生費
２億２，６８１万円
５，６２５万円
５，３１６万円

２億７，8９０万円
２億４，７８７万円
６，１４３万円

2億　　７５５万円
２，７５０万円

○ 後期高齢者医療療養給付費 
○ 後期高齢者医療特別会計繰出金 
○ 国民健康保険特別会計繰出金  
○ 介護保険広域連合負担金
○ 児童手当費   
○ 総合福祉センター指定管理料
○ 私立・広域保育所運営費負担金
○ 地域包括支援センター事業費

○ くらじクリーンセンター負担金 
○ くらて病院運営費負担金 
○ じん芥収集業務委託料　  　  
○ 予防接種業務委託料
○ 衛生センター指定管理料   
○ 葬斎場指定管理料
○ 妊婦健診委託料
○ 健康増進事業委託料

2億　　４３８万円
１億３，８０３万円
９，５５３万円
３，８９７万円
７，８７４万円
１，８９５万円
１，０４７万円
１，７７４万円

○ 九州労働金庫預託金 
○ 緊急雇用創出事業費 

１，０００万円
５０４万円

※数字は四捨五入しているため、必ずしも合計と一致するとは限りません。



          
                     

　
歳 出  予算額

78 億 6,458 万円

土木費
6億 8,050 万円
 　　（8.6％）

教育費
20億 7,728 万円
 　　（26.4％）

公債費
6億 5,781 万円
　　（8.4％）

農林水産業費１億 53 万円（1.3％）

商工費　4,409 万円（0.6％）

一般会計予算　の使いみち一般会計予算　の使いみち

商工費

土木費

教育費

消防費
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農林水産業費

○ 公共施設建設等のため借り入れた借金の返済
　　   

借金の返済

予備費　1,000 万円（0.1％）

元金
利子　

５億６，１０４万円
９，６７７万円

○ 外国青年招致事業費 
○ 文化財保護に伴う経費 
○ 学校施設警備委託料　  
○ 体育施設の維持・管理経費
○ 学校給食に伴う経費
○ 保育所・幼稚園就園奨励費
○ 中学校統合に伴う費用

５２３万円
１４６万円
９２２万円

１，３４４万円
５，４３１万円
２３３万円

１６億２，３５４万円

○ 直鞍広域消防事務組合負担金 
○ 防火水槽新設等工事費 
○ 消防団員の報酬・費用弁償  
○ 防犯灯整備工事費

３億 　２２２万円
５００万円
７２５万円
２９０万円

○ 公共下水道会計繰出金 
○ 町営住宅管理費 
○ 公園整備事業費　  　  
○ 用排水路費
○ 治水堤防費  
○ 県営土地改良事業費町負担金
○ 山田川水利組合負担金

２億９，９７１万円
１，７４９万円
９２６万円

２，１０７万円
５２８万円
６００万円
７００万円

○ 商工会補助金 
○ 元気まつり補助金 
○ 地域バス路線等運行維持費負担金  
○ 福岡ひびき信用金庫預託金
○ 中山西区用地造成事業特別会計繰出金 
○ 直鞍広域消費生活相談センター負担金
○ 直方・鞍手広域連携プロジェクト負担金

３２５万円
２２６万円

２，３９８万円
５００万円
１５万円
６４万円
６１万円

○ 計画転作互助方式推進事業補助金 
○ 水田農業担い手機械導入支援事業補助金 
○ 農地・水・環境保全向上活動支援事業補助金  
○ 荒廃森林再生事業

１，３５７万円
１，２１９万円
３６３万円

１，６２５万円

消防費 3 億 4,235 万円（4.4％）
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平成 24年度補正予算
農
業
施
設
整
備
で

　
　
安
全
フ
ェ
ン
ス
を
設
置

　

本
補
正
予
算
は
、
新
た
に

農
業
施
設
に
関
す
る
事
業
費

を
追
加
す
る
と
と
も
に
、
こ

れ
ま
で
に
実
施
し
た
事
業
費

の
確
定
等
に
よ
る
歳
出
予
算

の
減
額
等
に
伴
う
補
正
予
算

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
財
源
と
し
て
、

国
・
県
支
出
金
、
町
債
及
び

財
政
調
整
基
金
へ
の
積
立
金

等
を
調
整
し
て
、
１
億
９
３

６
５
万
円
を
追
加
し
、
予
算

総
額
を
68
億
３
５
３
９
万
円

と
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
新
た
に
追
加
し
た

農
業
施
設
の
整
備
に
係
る
事

業
費
に
つ
い
て
は
、
翌
年
度

へ
繰
越
し
ま
す
。

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

一
般
会
計　

１
億
９
３
６
５
万
円
を
追
加

農業施設の整備に係る事業で安全フェンスの設置が予定される、新北の大日池

　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　 　

　     
　 　　　  
　 　 　 　 　 　

　   　

　　　　　 　
　
　
　

　 　
　　　　　　　　　　　　　　　　

○国庫支出金減額

○県支出金減額

○諸収入追加

○町債追加

○財政調整基金費追加

○私立・広域保育所運営費減額

○国民健康保険特別会計繰出金追加

○大日池安全フェンス整備工事費追加

１，０１９万円

１，９９０万円

２，６７０万円

１億８，２９０万円

２億５，６０５万円
２，１４８万円

６４０万円

７００万円

一般会計補正予算のうち主なもの

歳入（収入）

歳出（支出）

そ
の
他
の
補
正
予
算

　
○ 

国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計

　
○ 

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

　
○ 

住
宅
新
築
資
金
等
特
別
会
計

　
○ 

流
域
関
連
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計

　
○ 

中
山
西
区
用
地
造
成
事
業
特
別
会
計

　
○ 

泉
水
団
地
改
良
住
宅
移
設
事
業
特
別
会
計

（
全
員
賛
成
で
可
決
）



　

定
住
促
進
奨
励
金
交
付
事

業
の
財
源
を
積
み
立
て
る

た
め▼

過
疎
地
域
自
立
促
進

特
別
事
業
基
金
条
例

の
制
定

　

過
疎
対
策
事
業
債
の
特
別

事
業
分
３
５
０
０
万
円
を
過

疎
地
域
の
指
定
期
限
と
な
る

平
成
32
年
度
ま
で
、
毎
年
積

み
立
て
る
基
金
と
し
て
設
置

す
る
こ
と
に
関
し
、
必
要
な

事
項
を
定
め
る
た
め
条
例
が

制
定
さ
れ
ま
し
た
。　

　

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等

対
策
特
別
措
置
法
の
制
定
に

伴
い
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
等
緊
急
事
態
宣
言
が
さ
れ

た
と
き
に
、
病
原
性
が
高
い

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
に

対
し
速
や
か
に
対
応
す
る
た

め
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

等
対
策
本
部
に
関
し
、
必
要

な
事
項
を
定
め
る
た
め
条
例

が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

公
営
住
宅
法
の
一
部
改
正

に
伴
い
、
町
営
住
宅
等
の
施

設
整
備
基
準
に
関
し
、
必
要

な
事
項
を
定
め
る
た
め
条
例

が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

公
営
住
宅
法
の
一
部
改
正

に
伴
い
、
町
営
住
宅
及
び
改

良
住
宅
の
入
居
者
資
格
の
う

ち
入
居
収
入
基
準
等
が
変
更

さ
れ
た
た
め
、
条
例
の
一
部

が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

　

河
川
法
の
一
部
改
正
に
伴

い
、
鞍
手
町
の
準
用
河
川
構

造
の
技
術
的
基
準
に
関
し
、

必
要
な
事
項
を
定
め
る
た
め

条
例
が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

国
家
公
務
員
の
退
職
給
付

の
給
付
水
準
の
見
直
し
等
の

た
め
の
国
家
公
務
員
退
職
手

当
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
の
施
行
に
伴
い
、
町
職

員
の
退
職
手
当
の
給
付
水
準

を
段
階
的
に
引
き
下
げ
る
と

と
も
に
、
特
別
職
の
職
員
及

び
教
育
長
の
退
職
手
当
の
支

給
割
合
を
一
般
職
の
引
き
下

げ
割
合
を
ふ
ま
え
引
き
下
げ

る
た
め
、
条
例
の
一
部
が
改

正
さ
れ
ま
し
た
。

　

地
域
社
会
に
お
け
る
共
生

の
実
現
に
向
け
て
新
た
な
障

害
保
健
福
祉
政
策
を
講
ず
る

た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
に

関
す
る
法
律
の
施
行
に
よ
る

障
害
者
自
立
支
援
法
の
一
部

改
正
に
伴
い
、
本
条
例
が
引

用
し
て
い
る
障
害
者
自
立
支

援
法
の
名
称
と
条
項
の
番
号

が
改
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ

た
た
め
、
条
例
の
一
部
が
改

正
さ
れ
ま
し
た
。

　

地
方
独
立
行
政
法
人
く
ら

て
病
院
に
対
す
る
貸
付
金
等

の
収
支
を
一
般
会
計
か
ら
分

離
し
、
会
計
処
理
を
明
確
に

す
る
た
め
、
新
た
な
特
別
会

計
を
設
け
る
た
め
、
条
例
の

一
部
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

　

道
路
法
施
行
令
の
一
部
改

正
に
伴
い
、
引
用
し
て
い
る

条
項
の
番
号
が
改
め
ら
れ
る

こ
と
と
な
っ
た
た
め
、
条
例

の
一
部
が
改
正
さ
れ
ま
し

た
。

　

廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃

に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正

に
伴
い
、
技
術
管
理
者
の
設

置
と
資
格
に
関
し
、
必
要
な

事
項
を
規
定
す
る
た
め
条
例

の
一
部
が
改
正
さ
れ
ま
し

た
。
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（
賛
成
９
・
反
対
2
で
可
決
）

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等

対
策
特
別
措
置
法
の
制
定

の
た
め

▼
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
等
対
策
本
部
条
例

の
制
定

国
家
公
務
員
退
職
手
当

法
等
を
改
正
す
る
法
律

の
施
行
に
伴
い

▼
職
員
退
職
手
当
支
給

条
例
を
改
正

公
営
住
宅
法
が
改
正
さ
れ

た
た
め

▼
町
営
住
宅
等
整
備
基

準
条
例
の
制
定

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

河
川
法
が
改
正
さ
れ
た
た

め
▼
準
用
河
川
構
造
の
基

準
に
関
す
る
条
例
の

制
定

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

廃
棄
物
の
処
理
及
び

清
掃
に
関
す
る
法
律

が
改
正
さ
れ
た
た
め

▼
し
尿
処
理
施
設
設
置

及
び
管
理
条
例
を
改

正

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

道
路
法
施
行
令
が
改
正

さ
れ
た
た
め

▼
行
政
財
産
使
用
料
条

例
を
改
正

▼
道
路
占
用
料
条
例
を

改
正

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

地
方
独
立
行
政
法
人
く

ら
て
病
院
に
対
す
る
貸

付
金
等
の
収
支
を
明
確

に
す
る
た
め

▼
特
別
会
計
条
例
を
改

正

条　
例　
の　
制　
定  

・  

改　
正

公
営
住
宅
法
が
改
正
さ
れ

た
た
め

▼
町
営
住
宅
管
理
条
例

を
改
正

▼
改
良
住
宅
設
置
及
び

管
理
条
例
を
改
正

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

障
害
者
自
立
支
援
法
が

改
正
さ
れ
た
た
め

▼
議
会
の
議
員
そ
の
他

非
常
勤
の
職
員
の
公

務
災
害
補
償
等
に
関

す
る
条
例
を
改
正

▼
重
度
障
害
者
医
療
費

の
支
給
に
関
す
る
条

例
を
改
正

　

平
成
24
年
１
月
２
日
以
降

に
町
内
に
定
住
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
、
住
宅
を
新
築

・
購
入
し
た
方
に
固
定
資
産

税
相
当
分
を
定
住
促
進
奨
励

金
と
し
て
交
付
す
る
も
の
で

す
。

　

固
定
資
産
税
相
当
額
を
10

年
間
最
大
１
５
０
万
円
を
交

付
し
ま
す
。

定
住
促
進
奨
励
金
と
は



　

本
計
画
の
変
更
は
、
過
疎

地
域
か
ら
の
自
立
促
進
を
推

進
す
る
た
め
、
新
た
な
事
業

が
追
加
さ
れ
ま
し
た
。

　

中
学
校
統
合
に
伴
い
通
学

路
と
な
る
町
道
の
改
修
等
12

事
業
の
追
加
及
び
修
正
、
並

び
に
過
疎
地
域
自
立
促
進
特

別
事
業
基
金
創
設
に
伴
う
基

金
対
象
事
業
と
す
る
た
め
の

文
言
の
追
加
が
さ
れ
ま
し

た
。

路
線
番
号　
５
３
８
号

路
線
名　
　
泉
水
線

路
線
延
長　
３
６
５
・
０
ｍ

　

本
路
線
は
、
泉
水
団
地
改

良
住
宅
移
設
事
業
に
伴
い
、

新
延
の
じ
ん
芥
組
合
所
有
地

の
道
路
が
町
道
と
し
て
認
定

さ
れ
ま
し
た
。

　

障
害
者
自
立
支
援
法
の
一

部
改
正
に
伴
い
、
本
規
約
が

引
用
し
て
い
る
障
害
者
自
立

支
援
法
の
名
称
と
障
害
程
度

区
分
が
改
め
ら
れ
る
こ
と
と

な
っ
た
た
め
、
関
係
条
文
が

整
備
さ
れ
ま
し
た
。

「
原
子
力
事
故
子
ど
も
・
被

災
者
支
援
法
」
に
基
づ
く
施

策
の
早
期
具
体
化
等
を
求
め

る
意
見
書

【
要
旨
】
平
成
24
年
６
月
21

日
に
「
東
京
電
力
原
子
力
事

故
に
よ
り
被
災
し
た
子
ど
も

を
は
じ
め
と
す
る
住
民
等
の

生
活
を
守
り
支
え
る
た
め
の

被
災
者
の
生
活
支
援
等
に
関

す
る
施
策
の
推
進
に
関
す
る

法
律
」（
以
下
「
原
子
力
事

故
子
ど
も
・
被
災
者
支
援
法
」

と
い
う
。）
が
議
員
立
法
に

よ
り
成
立
し
ま
し
た
。

　

こ
の
法
律
は
、
原
子
力
事

故
の
被
災
者
へ
の
支
援
を
国

の
債
務
に
お
い
て
推
進
す
る

こ
と
を
定
め
た
画
期
的
な
も

の
で
す
が
、
理
念
・
枠
組
み

の
み
を
規
定
し
て
お
り
、
具

体
化
は
こ
れ
か
ら
の
課
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

原
子
力
事
故
か
ら
避
難
し

て
き
た
方
が
い
た
場
合
、
避

難
生
活
に
関
わ
る
様
々
な
困

難
を
抱
え
て
の
生
活
が
予
想

さ
れ
ま
す
が
、
公
的
な
支
援

は
限
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

鞍
手
町
議
会
は
、
国
会
及

び
政
府
が
、
次
の
事
項
に
つ

い
て
早
急
に
実
施
さ
れ
る
よ

う
強
く
要
請
し
ま
す
。

一
．
原
子
力
事
故
子
ど
も
・

被
災
者
支
援
法
第
14
条
に
基

づ
き
、
被
災
者
の
意
見
を
十

分
に
反
映
す
る
措
置
を
速
や

か
に
採
る
こ
と
。

二
．
原
子
力
事
故
子
ど
も
・

被
災
者
支
援
法
に
基
づ
く
各

種
の
施
策
を
早
期
に
具
体
化

し
、
予
算
措
置
を
講
ず
る
こ

と
。
ま
た
、
地
方
自
治
体
が

行
う
関
連
施
策
に
対
し
て
も

国
が
支
援
を
行
う
よ
う
に
す

る
こ
と
。

（
送
付
先
）
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そ
の
他
の
議
案

過
疎
地
域
自
立
促
進
計
画

▼
計
画
の
変
更

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

町
道
路
線
の
認
定

▼
一
路
線
を
認
定 

（
全
員
賛
成
で
認
定
）

宮
若
市
・
鞍
手
町
・
小
竹

町
障
害
程
度
区
分
等
認
定

審
査
会
の
共
同
設
置
に
関

す
る
規
約
の
変
更

（
全
員
賛
成
で
可
決
） 町道に認定された泉水線

衆
議
院
議
長

参
議
院
議
長

内
閣
総
理
大
臣

財
務
大
臣

文
部
科
学
大
臣

厚
生
労
働
大
臣

国
土
交
通
大
臣

復
興
大
臣

伊
吹
文
明

平
田
健
二

安
倍
晋
三

麻
生
太
郎

下
村
博
文

田
村
憲
久

太
田
昭
宏

根 
本　

匠

意
見
書
の
送
付
議
員
発
議
に
よ
り
、
可
決
さ
れ
た
事
項

に
つ
い
て
、
国
の
関
係
機
関
に
意
見
書

を
送
付
し
ま
し
た
。

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
の
選
任
に
同
意

　

入
江　

均
氏
の
任
期
が
本
年
６
月
９
日
で
満
了
す
る
た

め
、
そ
の
後
任
と
し
て
坂
田
正
明
氏
を
選
任
す
る
こ
と
に

つ
い
て
、
全
員
賛
成
で
同
意
し
ま
し
た
。

坂田　正明　氏（64 歳）

現住所　新北１２７７番地３

任　期　平成２５年６月１０日から

　　　　平成２８年６月　９日まで

　　　　１期目

水摩　幸隆　氏（65 歳）

　

教
育
委
員　

山
本
喜
久
男
氏
が
本
年
3
月
31
日
付
け
で

辞
任
さ
れ
た
た
め
、
そ
の
後
任
と
し
て
水
摩
幸
隆
氏
を
任

命
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
全
員
賛
成
で
同
意
し
ま
し
た
。

現住所　中山３８２４番地

任　期　平成２５年　４月１日から

　　　　平成２５年１０月３日まで

　　　　１期目

教
育
委
員
の
任
命
に
同
意

新
し
い
人
事

（
提
出
者
）

宇
田
川  
亮



　
　

問　

中
学
校
統
合
に
伴
う
通

学
路
の
安
全
確
保
が
主
体
と

な
っ
て
い
る
が
、
事
業
費
の

総
額
と
過
疎
債
の
内
訳
は
。

企
画
財
政
課
長　

追
加
す
る

事
業
費
は
、
全
体
で
平
成
25

年
度
は
１
億
３
３
４
５
万
円

に
な
り
、
そ
の
事
業
費
に
充

当
す
る
過
疎
債
は
、
１
億
２

５
５
０
万
円
で
す
。

問　

不
足
し
た
場
合
は
ど
う

す
る
の
か
。

企
画
財
政
課
長　

不
足
額
に

つ
い
て
は
他
の
有
利
な
起
債

等
を
活
用
し
な
が
ら
、
も
し

く
は
事
業
の
優
先
順
位
を
付

け
な
が
ら
対
応
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

問　

具
体
的
な
工
事
内
容

は
。

建
設
課
長　

歩
道
改
良
工
事

は
、
拡
幅
し
て
フ
ラ
ッ
ト
に

改
良
し
、
必
要
に
応
じ
て
カ

ラ
ー
舗
装
で
対
処
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

川
に
沿
っ
た
部
分
の
危
険

な
場
所
に
は
、
転
落
防
止
柵

を
設
置
し
、
必
要
に
応
じ
て

道
路
改
良
で
拡
幅
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

問　

過
疎
の
基
金
を
毎
年
３

５
０
０
万
円
ず
つ
積
み
立
て

る
計
画
だ
が
、
こ
の
金
額
の

具
体
的
な
中
身
と
根
拠
は
。

企
画
財
政
課
長　

こ
の
３
５

０
０
万
円
の
根
拠
は
、
過
疎

地
域
の
過
疎
債
の
内
の
特
別

事
業
分
（
ソ
フ
ト
事
業
分
）

で
す
。

　

最
終
的
に
基
金
積
立
総
額

は
、
２
億
８
千
万
円
に
な
り
、

こ
の
積
み
立
て
た
基
金
は
、

定
住
促
進
奨
励
交
付
金
の
事

業
に
充
当
す
る
よ
う
に
考
え

て
い
ま
す
。

問　

対
策
本
部
は
い
つ
設
置

さ
れ
て
、
組
織
体
制
は
ど
う

な
る
の
か
。　

保
険
健
康
課
長　

本
部
自
体

は
、
宣
言
が
発
令
さ
れ
た
時

に
設
置
し
ま
す
。

　

組
織
の
構
成
に
つ
い
て

は
、
本
部
長
は
町
長
、
本
部

員
は
、
例
え
ば
副
町
長
、
教

育
長
、
消
防
団
長
、
町
長
が

指
名
す
る
職
員
と
な
っ
て
い

ま
す
。
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問　

現
状
が
基
準
に
合
っ
て

い
な
い
部
分
が
あ
る
と
思
う

が
、
今
後
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
の
か
。

副
町
長　

新
築
す
る
場
合
は

こ
の
条
例
の
整
備
基
準
を
適

用
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま

す
。

問　

対
象
の
川
が
ど
れ
だ
け

あ
る
の
か
、
基
準
に
合
っ
て

い
な
い
部
分
は
、
今
後
ど
う

　

住
宅
の
一
部
の
修
繕
等
に

つ
い
て
は
、
で
き
る
だ
け
耐

震
等
を
考
え
て
対
応
し
て
い

ま
す
。

　

今
後
、
住
宅
が
更
に
年
数

が
経
ち
ま
す
と
、
住
宅
全
体

の
大
規
模
改
修
等
が
出
て
く

る
と
思
い
ま
す
の
で
、
こ
れ

に
基
づ
い
て
で
き
る
だ
け
対

応
で
き
る
も
の
と
し
て
い
く

べ
き
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

す
る
の
か
。

建
設
課
長　

対
象
の
準
用
河

川
は
白
水
川
、
北
田
川
、
六

田
川
、
長
谷
川
、
室
木
川
の

５
ヶ
所
で
す
。

　

準
用
河
川
は
、
暫
定
的
に

整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

副
町
長　

今
後
、
河
川
構
造

物
の
整
備
計
画
を
立
て
る
上

問　

退
職
手
当
を
段
階
的
に

引
き
下
げ
て
行
く
と
い
う
こ

と
だ
が
、
職
員
の
生
活
実
態

等
も
勘
案
し
て
決
め
て
い
く

べ
き
だ
と
思
う
が
。

総
務
課
長　

今
回
の
国
家

公
務
員
の
取
り
扱
い
に
つ

い
て
は
、
人
事
院
か
ら
示

さ
れ
た
退
職
給
付
に
係

る
官
民
格
差
が
平
均
で
約

で
、
こ
の
基
準
に
基
づ
い
て

整
備
し
ま
す
。

４
０
２・
６
万
円
地
方
の
方

が
高
い
と
い
う
こ
と
で
、
解

消
を
図
る
と
い
う
こ
と
が
目

的
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
主
旨
に
そ
っ
て
今
回

市
町
村
で
も
そ
れ
ぞ
れ
の
取

り
扱
い
を
し
て
い
ま
す
。

　

給
与
に
つ
い
て
も
国
家
公

務
員
の
取
り
扱
い
に
準
じ
て

き
て
い
ま
す
の
で
、
こ
の
退

職
手
当
に
つ
い
て
も
準
じ
て

行
う
と
い
う
考
え
で
す
。

問　

鞍
手
町
の
状
況
で
官
民

格
差
が
大
き
い
の
か
。

総
務
課
長　

影
響
額
と
い
う

か
、
そ
う
い
っ
た
も
の
を
算

定
し
ま
し
た
。

　

課
長
級
で
約
４
０
９
万

円
、
班
長
級
で
３
８
８
万
円
、

主
幹
級
で
３
７
６
万
円
と
い

う
よ
う
な
差
が
あ
る
と
い
う

ふ
う
に
捉
え
て
い
ま
す
。

問　

こ
れ
を
引
き
下
げ
て
行

く
こ
と
に
よ
っ
て
、
ど
の
く

ら
い
削
減
さ
れ
る
の
か
。

総
務
課
長　

平
成
24
年
度
か

ら
27
年
度
ま
で
の
定
年
退
職

者
に
つ
い
て
の
総
額
で
試
算

を
し
て
い
ま
す
。

　

国
に
準
拠
し
た
場
合
、
そ

の
影
響
額
は
約
４
８
０
０
万

円
。
今
回
の
条
例
改
正
に
よ

る
本
町
の
取
り
扱
い
で
は
約

３
３
０
０
万
円
と
な
り
ま

す
。
そ
の
差
は
１
５
０
０
万

円
で
す
が
、
こ
れ
は
あ
く

ま
で
も
駆
け
込
み
退
職
が

出
な
い
場
合
の
効
果
と
い

う
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、

駆
け
込
み
退
職
が
あ
れ
ば

そ
の
分
の
効
果
は
下
が
り
、

１
５
０
０
万
円
よ
り
も
小
さ

く
な
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

問　

特
別
職
に
つ
い
て
は
ど

れ
ぐ
ら
い
の
減
額
に
な
る
の

か
。

総
務
課
長　

町
長
の
場
合
で

す
と
、
４
年
間
で
現
行
で
い

き
ま
す
と
１
４
２
３
万
９
２

０
０
円
で
す
が
、
こ
れ
が
１

１
７
２
万
６
４
０
０
円
、
２

５
１
万
２
８
０
０
円
減
額
と

な
り
ま
す
。

　

副
町
長
が
４
年
間
で
７
３

２
万
円
で
す
が
、
こ
れ
が
６

１
０
万
円
と
い
う
こ
と
で
１

２
２
万
円
減
と
な
り
ま
す
。

　

教
育
長
が
４
年
間
で
５
６

２
万
４
６
４
０
円
、
こ
れ
が

４
６
８
万
７
２
０
０
円
と
、

９
３
万
７
４
４
０
円
減
に
な

り
ま
す
。

問　

く
ら
て
病
院
の
貸
付
金

等
の
収
支
を
明
確
に
す
る
と

い
う
こ
と
だ
が
、
そ
の
内
容

は
。

企
画
財
政
課
長　

病
院
事
業

の
企
業
債
等
に
つ
い
て
、
独

立
行
政
法
人
化
に
伴
い
、
一

般
会
計
が
そ
の
債
務
を
承
継
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し
た
場
合
は
、
一
般
会
計
と

は
別
途
分
離
し
て
明
確
に
処

理
す
る
よ
う
通
達
が
あ
っ
て

い
ま
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
今
後
は
、
く

ら
て
病
院
の
元
利
償
還
金
相

当
分
に
つ
い
て
、
公
債
費
負

問　

し
尿
処
理
施
設
は
指
定

管
理
に
な
っ
て
い
る
が
、
指

定
管
理
者
を
指
定
す
る
際 

に
、
改
正
さ
れ
た
技
術
者
に

関
す
る
事
項
は
、
設
置
の
条

件
に
入
っ
て
い
る
の
か
。

担
金
と
し
て
特
別
会
計
が
受

け
入
れ
、
こ
の
特
別
会
計
の

歳
出
で
公
債
費
と
し
て
借
入

金
融
機
関
に
償
還
し
て
い
く

と
い
う
資
金
の
流
れ
に
な
り

ま
す
。

農
政
環
境
課
長　

仕
様
書
の

中
に
は
技
術
者
を
設
置
を
し

な
さ
い
と
い
う
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
し
た
の
で
、
技
術
者

に
関
す
る
事
項
は
入
っ
て
い

ま
し
た
。

　

今
回
の
条
例
改
正
で
は
、

町
の
条
例
の
中
に
技
術
者
と

い
う
言
葉
を
入
れ
な
い
と
い

け
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
り

ま
し
た
の
で
、
新
た
に
条
例

の
中
で
入
れ
て
い
ま
す
。
鞍

手
町
で
は
６
名
の
管
理
体
制

で
行
い
、
そ
の
内
４
名
が
該

当
し
ま
す
。

問　

林
業
振
興
費
の
中
で
、

工
事
費
４
１
０
万
円
が
減
額

に
な
っ
て
い
る
が
、
こ
の
内

訳
は
。

農
政
環
境
課
長　

平
成
24
年

度
よ
り
積
算
根
拠
の
見
直
し

が
行
わ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、

工
事
費
と
事
務
費
の
工
事
雑

費
等
が
減
額
に
な
っ
て
い
ま

す
。
調
査
委
託
料
も
ヘ
ク

タ
ー
ル
当
た
り
の
単
価
が
55

円
減
額
に
な
り
ま
し
た
の
で

減
額
に
な
っ
て
い
ま
す
。

問　

政
府
の
24
年
度
の
補
正

予
算
で
元
気
交
付
金
が
創
設

さ
れ
、
平
成
25
年
度
に
予
定

し
て
い
た
公
共
工
事
を
前
倒

し
で
平
成
24
年
度
に
実
施

し
、
町
単
費
分
の
約
８
割
を

交
付
金
で
戻
す
よ
う
な
事
に

な
っ
て
い
る
が
、
今
回
の
補

正
予
算
で
元
気
交
付
金
に
あ

た
る
予
算
は
。

企
画
財
政
課
長　

今
回
の
国

の
補
正
予
算
に
対
す
る
本
町

の
対
応
は
、
歳
出
の
土
木
費

で
治
水
堤
防
費
の
工
事
費
と

し
て
７
０
０
万
円
計
上
し
て

い
ま
す
。

　

国
の
補
正
予
算
に
対
す

る
事
業
費
と
し
て
は
こ
の

７
０
０
万
円
し
か
上
が
っ
て

い
ま
せ
ん
。

　

た
だ
今
回
、
国
の
補
正
予

算
に
対
し
、
平
成
25
年
度
の

事
業
の
前
倒
し
と
い
う
こ
と

で
、
一
番
大
き
な
も
の
は
、

学
校
の
建
設
に
係
る
部
分
が

あ
り
ま
し
た
が
、
前
倒
し
す

る
か
し
な
い
か
と
い
う
こ
と

で
検
討
を
行
い
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
過
疎
債
を
活

用
し
た
方
が
有
利
で
あ
る
と

判
断
し
ま
し
た
の
で
、
国

の
平
成
24
年
度
の
補
正
予

算
に
対
す
る
事
業
費
と
し

て
は
計
上
し
て
い
ま
せ
ん
。

問　

学
校
の
分
で
過
疎
債
を

使
っ
た
方
が
有
利
な
の
か
。

企
画
財
政
課
長　

学
校
の

事
業
費
で
約
16
億
円
に
対

し
て
、
過
疎
債
を
充
当
し

て
活
用
し
た
場
合
に
、
実

質
的
な
本
町
の
負
担
は

４
億
４
５
０
０
万
円
程
度
と

い
う
試
算
に
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
に
対
し
、
全
事
業
を

元
気
交
付
金
に
充
当
で
き
た

と
し
て
も
、
町
の
実
質
的
な

負
担
と
し
て
は
７
億
６
５
０

０
万
円
程
度
と
い
う
結
果
が

出
ま
し
た
。

問　

下
水
道
の
整
備
状
況
と

整
備
後
の
水
洗
化
の
割
合

は
。

上
下
水
道
課
長　

平
成
24
年

４
月
１
日
現
在
で
水
洗
化
さ

れ
て
い
る
人
は
４
６
３
２

人
、
全
体
の
率
に
し
ま
す
と

37
・
９
％
で
す
。
こ
れ
は
合

併
浄
化
槽
も
含
ん
だ
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。

　

整
備
は
、
現
段
階
で
は
処

理
人
口
が
６
５
４
４
人
に
対

し
、
水
洗
化
さ
れ
て
い
る
の

が
４
６
３
２
人
で
水
洗
化
率

と
し
て
は
70
％
と
な
っ
て
い

ま
す
。
今
後
は
、
国
庫
補
助

要
望
額
を
増
や
し
て
事
業
を

進
め
て
行
き
ま
す
。
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⑫

質
問　

歴
代
町
長
は
町
内
業

者
を
守
っ
て
、
育
て
て
行
く

と
い
う
考
え
方
に
基
づ
い
て

行
政
運
営
を
さ
れ
て
き
ま
し

た
が
。

町
長　

私
も
町
内
業
者
を

し
っ
か
り
支
え
て
い
く
と
い

う
考
え
で
い
ま
す
。

質
問　

個
人
住
宅
の
リ
フ
ォ

ー
ム
助
成
制
度
の
創
設
に
つ

い
て
、
こ
の
制
度
の
趣
旨
と

効
果
を
理
解
し
て
い
た
だ

き
、
早
急
に
制
度
創
設
を
し

て
い
た
だ
き
た
い
。

　

こ
の
制
度
は
個
人
の
住
宅

を
改
修
し
よ
う
と
す
る
方
が

町
内
業
者
に
依
頼
す
れ
ば
、

町
が
一
定
割
合
の
金
額
を
補

助
す
る
と
い
う
制
度
で
す
。

近
隣
自
治
体
で
の
実
施
状
況

の
把
握
は
。

町
長　

近
隣
市
町
は
小
竹
町
、

宮
若
市
、
遠
賀
町
、
中
間
市

で
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
直
方
市
は
、
平
成
25
年
度

か
ら
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

福
岡
県
内
で
は
、
60
市
町

村
の
内
25
の
自
治
体
で
実
施

さ
れ
て
い
る
と
把
握
し
て
い

ま
す
。

質
問　

こ
の
制
度
の
効
果
等

に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
理
解

さ
れ
て
い
る
の
か
。

町
長　

町
内
も
し
く
は
市
内

の
業
者
に
何
ら
か
の
形
で
経

済
効
果
が
生
ま
れ
て
い
る
と

理
解
し
て
い
ま
す
。

質
問　

一
定
の
経
済
効
果
が

出
れ
ば
税
収
増
も
見
込
ま
れ

ま
す
。

　

こ
の
制
度
を
実
施
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
い
ろ
い
ろ
な

波
及
効
果
も
出
て
き
ま
す
。

　

早
急
に
こ
の
制
度
を
実
施

し
て
い
た
だ
き
た
い
が
。

町
長　

上
限
予
算
を
あ
る
程

度
決
め
て
、
我
が
町
で
も
25

年
度
か
ら
実
施
す
る
方
向
で

や
っ
て
い
き
ま
す
。

質
問　

鞍
手
町
議
会
は
、
Ｔ

Ｐ
Ｐ
交
渉
参
加
に
反
対
す
る

意
見
書
を
可
決
し
て
お
り
、

町
民
あ
げ
た
交
渉
参
加
反
対

の
集
会
も
行
わ
れ
て
い
ま

す
。

　

前
柴
田
町
長
も
反
対
の
意

思
を
示
し
て
お
ら
れ
ま
し

た
。
こ
こ
で
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
に

参
加
す
れ
ば
鞍
手
町
も
大
打

撃
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。

　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
に
参
加
反
対

の
意
思
と
行
動
を
示
し
て
い

た
だ
き
た
い
が
。

町
長　

私
も
前
町
長
の
意
思

を
引
き
継
い
で
農
業
を
守
る

立
場
に
立
っ
て
反
対
の
意
思

を
示
し
て
い
き
ま
す
。

　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
は
、
こ
こ
で
参
加

す
る
し
な
い
を
決
め
る
権
限

は
あ
り
ま
せ
ん
。
国
会
で
決

め
ら
れ
ま
す
。

　

鞍
手
町
と
し
て
は
、
仮
に

ど
ち
ら
に
転
ん
で
も
、
農
業

生
産
者
を
し
っ
か
り
支
え
て

い
く
と
い
う
基
本
的
な
姿
勢

を
示
し
て
い
き
ま
す
。

質
問　

鞍
手
町
の
農
業
を
支

え
て
い
く
と
い
う
町
長
の
考

え
方
に
つ
い
て
は
私
も
大
賛

成
で
す
。
そ
の
や
り
方
に
つ

い
て
も
様
々
あ
る
と
思
い
ま

す
。
是
非
前
向
き
に
頑
張
っ

て
い
た
だ
き
た
い
が
。

町
長　

い
ろ
い
ろ
な
町
団
体

の
方
と
相
談
し
、
そ
の
方
向

で
行
っ
て
い
き
ま
す
。

知りたいこと
　　 望むこと
5 人の議員が一般質問 一般質問とは、町長から提出された議案以外に、

行政に対する疑問点について質問することです。

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
の
実
施
を

平
成
25
年
度
か
ら
実
施
し
た
い
（
町
長
）

宇田川　亮　議員

Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
参
加
に
つ
い

て
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質
問　

法
施
行
規
則
で
は
、

平
成
13
年
４
月
以
降
、
原
則

１
人
１
枚
の
カ
ー
ド
様
式

と
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い

る
が
、
付
則
に
お
い
て
保
険

者
の
財
政
状
況
な
ど
を
考
慮

し
、
当
分
の
間
従
来
の
世
帯

単
位
の
被
保
険
者
証
を
交
付

す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

　

被
保
険
者
証
の
カ
ー
ド

は
、
準
備
の
整
っ
た
保
険
者

か
ら
順
次
交
付
す
る
こ
と
と

し
、
平
成
13
年
か
ら
11
年
以

上
が
経
過
し
て
い
ま
す
。
県

内
の
半
分
以
上
の
自
治
体
は

実
施
し
て
い
ま
す
。

　

カ
ー
ド
が
発
行
さ
れ
る
こ

と
で
、
小
型
化
さ
れ
家
族
同

士
の
貸
し
借
り
が
無
く
な

り
、
利
便
性
が
よ
く
な
る
と

考
え
る
が
、
こ
れ
ま
で
の
取

り
組
み
は
。

保
険
健
康
課
長　

被
保
険
者

証
を
世
帯
単
位
か
ら
変
更
す

る
検
討
を
進
め
ま
し
た
が
、

コ
ス
ト
面
や
近
隣
状
況
等
を

勘
案
し
導
入
に
至
っ
て
い
ま

せ
ん
。

質
問　

費
用
は
ど
の
く
ら
い

か
か
る
の
か
。

町
長　

シ
ス
テ
ム
改
修
費
で

80
万
円
、
カ
ー
ド
代
が
毎
年

64
万
円
と
な
り
ま
す
が
、
平

成
26
年
度
実
施
を
考
え
て
い

ま
す
。

質
問　

利
便
性
向
上
等
の
観

点
か
ら
コ
ン
ビ
ニ
収
納
導
入

の
検
討
は
。

町
長　

コ
ン
ビ
ニ
収
納
の
導

入
は
、
第
５
次
行
財
政
改
革

プ
ラ
ン
で
納
税
者
の
利
便
性

向
上
の
た
め
、
納
付
手
段
の

拡
大
を
図
る
こ
と
が
決
定
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

平
成
26
年
４
月
か
ら
の
導

入
に
向
け
て
準
備
を
し
て
い

ま
す
。

質
問　

近
隣
の
市
町
村
で

は
、
は
り
・
き
ゅ
う
施
術
費

補
助
券
を
交
付
し
て
い
る
と

こ
ろ
も
あ
る
が
、
そ
の
導
入

は
。

町
長　

対
象
者
が
国
民
健
康

保
険
・
後
期
高
齢
者
医
療
の

保
険
事
業
の
一
環
と
な
っ
て

い
る
た
め
、
他
の
医
療
保
険

の
被
保
険
者
と
の
公
平
性
の

問
題
も
あ
る
の
で
慎
重
に
検

討
し
ま
す
。

質
問　

教
育
施
設
と
教
育
施

設
以
外
の
火
災
訓
練
の
実
施

状
況
は
。

教
育
長　

中
高
等
学
校
は
、

防
火
・
防
災
を
含
む
訓
練
を

年
２
回
行
っ
て
い
ま
す
。

総
務
課
長　

総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー
は
昨
年
６
月
と
９
月
、

中
央
公
民
館
は
本
年
２
月
に

１
回
、
町
立
病
院
と
老
健
施

設
は
昨
年
６
月
と
９
月
に
実

施
。
役
場
は
、
消
防
設
備
点

検
等
２
回
実
施
し
て
い
ま
す

が
、
訓
練
は
未
実
施
で
す
。

質
問　
訓
練
の
内
容
は
。

教
育
長　

学
校
関
係
は
非
常

ベ
ル
を
鳴
ら
し
て
の
避
難
訓

練
を
し
、
他
に
広
域
消
防
か

ら
指
導
を
受
け
て
い
ま
す
。

福
祉
人
権
課
長　

公
立
、
私

立
保
育
所
は
、
毎
月
職
員
と

児
童
に
よ
る
避
難
訓
練
と
、

年
１
回
広
域
消
防
に
よ
る
訓

練
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

町
立
病
院
事
務
局
長　

病
院

と
老
健
施
設
は
、
患
者
さ
ん

を
一
緒
に
避
難
誘
導
し
、
重

症
度
や
治
療
の
緊
急
性
な
ど

に
基
づ
い
て
治
療
の
優
先
順

位
を
決
定
し
、
救
護
介
護
ま

で
行
っ
て
い
ま
す
。

質
問　

室
木
小
学
校
火
災
に

伴
う
有
害
物
質
等
々
の
検
査

等
は
行
わ
れ
た
の
か
。

教
育
長　

消
防
等
に
有
毒
ガ

ス
の
発
生
、
そ
の
他
の
検

査
が
あ
る
か
確
認
し
ま
し
た

が
、
消
防
等
は
義
務
は
な
い

と
い
う
こ
と
で
す
。

　

２
階
部
分
は
、
ハ
ウ
ス
ク

リ
ー
ニ
ン
グ
を
実
施
し
、
被

災
教
室
等
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の

強
度
テ
ス
ト
に
問
題
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。

質
問　

初
期
消
火
が
行
わ
れ

な
か
っ
た
こ
と
は
、
早
急
に

改
善
す
べ
き
と
思
う
が
。

町
長　

今
は
い
ろ
ん
な
緊
急

対
策
自
動
設
備
な
ど
あ
り
ま

す
の
で
、
警
備
会
社
に
お
願

い
し
て
お
り
ま
す
。

質
問　

安
全
面
を
考
慮
せ
ず

に
学
校
か
ら
用
務
員
を
解
雇

し
た
こ
と
が
原
因
だ
と
思
う

が
、
町
の
施
設
全
体
の
防

火
設
備
の
見
直
し
を
早
急
に

行
っ
て
い
た
だ
き
た
い
が
。

町
長　

避
難
優
先
に
力
を
注

ぐ
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
が
、

も
う
一
度
全
体
を
精
査
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

質
問　

町
の
施
設
で
あ
り
避

難
場
所
に
な
っ
て
い
る
こ
と

を
十
分
に
理
解
し
、
安
全
面

の
確
保
を
検
討
し
、
そ
の
結

果
を
ど
の
よ
う
な
時
期
に
出

す
の
か
。

町
長　

早
急
に
や
る
べ
き
だ

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

⑬

国民健康保険被保険者証のカード化につ
いて

平成 26 年度から実施を考えています
　　　　　　　　　　　　　　　（町長）

熊井　照明　議員

町
施
設
の
防
火
設
備
の
対
策
に
つ
い
て

精
査
し
、
検
証
し
た
上
で
行
っ
て
い
き
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
町
長
）

田中　二三輝　議員
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⑭

質
問　

当
初
、
専
門
学
校
跡

地
に
建
設
す
れ
ば
、
費
用
は

12
～
13
億
で
済
む
と
の
説
明

だ
っ
た
が
、
本
年
度
ま
で
す

で
に
18
億
円
掛
か
る
が
、
大

幅
に
見
通
し
が
狂
っ
た
要
因

と
完
成
ま
で
の
総
額
は
。

教
育
長　

多
目
的
ホ
ー
ル
の

設
置
、
障
が
い
生
徒
対
策
の

費
用
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
設

置
、
特
別
教
室
、
廊
下
・
壁

の
新
設
、
空
調
設
備
、
太
陽

光
発
電
設
備
の
設
置
等
が
当

初
予
定
額
よ
り
建
設
費
が
増

額
し
た
要
因
で
す
。

教
育
課
長　

工
事
費
と
設
計

管
理
費
等
で
約
20
億
を
見
込

ん
で
い
ま
す
。

質
問　

校
舎
改
修
費
等
の
工

事
費
用
と
、
財
源
内
訳
は
。

教
育
課
長　

工
事
費
用
は
、

約
18
億
５
５
０
０
万
円
を

予
定
し
て
い
ま
す
。
財
源

手
当
と
し
ま
し
て
国
庫
補

助
金
が
約
２
億
７
千
万
円
、

過
疎
債
が
約
12
億
８
千
万

円
、
そ
の
他
地
方
債
が
約

５
５
０
０
万
円
、
一
般
財
源

が
約
２
億
４
９
０
０
万
円
で

予
定
を
し
て
い
ま
す
。

質
問　

中
学
校
新
入
生
の

内
、
南
中
校
区
か
ら
北
中
に

入
学
す
る
生
徒
数
は
。

　

ま
た
、
南
中
校
区
の
各
小

学
校
の
在
校
生
で
転
校
、
ま

た
は
転
校
を
予
定
し
て
い
る

児
童
は
い
る
の
か
。

教
育
長　

南
中
校
区
か
ら
北

中
に
入
学
す
る
生
徒
は
６
名

で
す
。
理
由
と
し
て
部
活
動

３
名
、
特
別
支
援
学
級
１
名
、

通
学
条
件
が
２
名
。

　

各
小
学
校
の
在
校
生
で
昨

年
か
ら
転
校
ま
た
は
転
校
を

予
定
し
て
い
る
児
童
は
い
ま

せ
ん
。

質
問　

専
門
学
校
跡
地
が
新

中
学
校
を
建
設
す
る
の
に
最

適
な
場
所
な
の
か
、
ま
た
メ

リ
ッ
ト
が
あ
る
の
か
。

教
育
長　

生
徒
の
心
理
面
へ

の
影
響
を
考
え
る
と
新
た
な

場
所
に
設
置
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　

専
門
学
校
の
既
存
校
舎
は

耐
震
基
準
で
設
計
さ
れ
て
お

り
、
改
修
を
行
う
こ
と
で
中

学
校
と
し
て
十
分
活
用
で

き
、
学
校
教
育
の
充
実
に
向

け
た
施
設
整
備
が
比
較
的
に

早
い
時
期
に
完
了
す
る
こ
と

が
メ
リ
ッ
ト
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

質
問　

児
童
福
祉
法
に
お
け

る
子
ど
も
施
策
の
中
で
、
障

が
い
児
支
援
の
位
置
付
け
に

つ
い
て
、
ど
う
お
考
え
か
。

町
長　

す
べ
て
の
人
が
障
が

い
の
有
無
に
係
わ
ら
ず
、
相

互
に
人
格
と
個
性
を
尊
重
し

合
っ
て
、
対
等
な
立
場
で
日

常
生
活
や
社
会
生
活
を
営
む

こ
と
が
で
き
る
社
会
を
実
現

し
て
い
く
た
め
に
は
、
社
会

的
支
援
や
公
的
支
援
が
必
要

で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

質
問　

町
立
、
私
立
も
含
め

て
保
育
園
で
の
障
が
い
児
保

育
の
実
態
は
ど
う
な
っ
て
い

る
の
か
。

　

ま
た
公
立
の
場
合
の
障
が

い
児
の
受
け
入
れ
に
対
し

て
、
保
育
士
の
人
数
は
足
り

て
い
る
の
か
。

福
祉
人
権
課
長　

町
立
保
育

所
で
は
身
体
障
が
い
児
１

名
、
知
的
障
が
い
児
１
名
、

私
立
保
育
所
で
は
身
体
障
が

い
児
１
名
が
通
園
し
て
お
り

ま
す
。

　

町
立
保
育
所
の
保
育
士
の

人
数
は
、
現
時
点
で
障
が
い

児
を
受
け
入
れ
る
こ
と
に

な
っ
て
も
保
育
士
は
足
り
て

い
ま
す
。

質
問　

町
立
の
場
合
は
、
保

育
士
は
足
り
て
い
る
と
い
う

こ
と
だ
が
、
私
立
の
場
合
は

障
が
い
児
を
受
け
入
れ
た
場

合
、
そ
の
時
点
で
保
育
士
を

増
員
し
な
く
て
は
な
り
ま
せ

ん
。

　

当
町
で
も
加
配
保
育
士
の

制
度
を
取
り
入
れ
、
障
が
い

児
を
受
け
入
れ
や
す
く
し
て

は
ど
う
か
。

町
長　

県
に
問
い
合
わ
せ
た

と
こ
ろ
、
加
配
し
た
保
育
士

に
つ
い
て
の
補
助
金
は
な
い

と
の
こ
と
で
し
た
が
、
今
後

は
、
加
配
保
育
士
な
ど
に
つ

い
て
、
早
急
に
対
処
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

質
問　

保
育
料
は
近
隣
の
遠

賀
町
や
中
間
市
と
比
較
し
て

も
高
い
よ
う
だ
が
、
だ
れ
も

が
預
け
易
い
保
育
環
境
を
提

供
す
る
の
が
町
の
努
め
だ
と

思
う
が
。

町
長　

将
来
的
に
は
公
立
保

育
園
の
統
廃
合
を
進
め
、
財

政
面
や
経
費
を
シ
ェ
ー
プ

ア
ッ
プ
し
な
が
ら
、
シ
ェ
ー

プ
ア
ッ
プ
し
た
分
で
預
け
ら

れ
る
お
母
様
の
経
費
負
担
を

軽
減
す
る
と
い
う
方
向
性
で

や
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

専門学校跡地に新中学校を建設するメ
リットは

学校教育の充実に向けた施設整備が比較的早
い時期に完了することが出来ます（教育長）岡﨑　邦博　議員

障
が
い
者
に
対
す
る
基
本
的
な
考
え
方
は

社
会
的
支
援
や
公
的
支
援
が
必
要
で
す(

町
長)

須山　由紀生　議員
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私
は
、
鞍
手
町
の
ポ
テ
ン

シ
ャ
ル
を
最
大
限
活
か
し
、

町
民
の
皆
さ
ん
と
力
を
合
わ

せ
て
、
未
来
に
繋
が
る
町
づ

く
り
を
進
め
、
町
民
す
べ
て

が
笑
顔
で
暮
ら
せ
る
、
魅
力

あ
る
、
住
み
た
い
町
の
実
現

を
図
る
た
め
公
約
に
目
標
を

掲
げ
て
お
り
ま
す
が
、
こ
れ

か
ら
、
こ
の
こ
と
を
具
体
化

し
て
い
く
こ
と
が
、
負
託
に

応
え
る
べ
く
私
に
課
せ
ら
れ

た
使
命
で
あ
る
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

　

昨
今
の
社
会
情
勢
は
、
少

子
高
齢
化
の
進
展
と
、
人
口

の
大
都
市
へ
の
一
極
集
中
が

さ
ら
に
進
み
、
地
方
に
と
り

ま
し
て
は
人
口
減
少
が
さ
ら

に
深
刻
化
す
る
も
の
と
認
識

い
た
し
て
お
り
ま
す
。　

　

こ
う
し
た
社
会
・
経
済
情

勢
を
踏
ま
え
、
私
は
町
民
の

先
頭
に
立
ち
、
９
つ
の
柱
を

掲
げ
、
町
政
運
営
に
取
り
組

む
決
意
を
い
た
し
ま
す
。

　

平
成
25
年
２
月
23
日
土
曜

日
に
発
生
し
ま
し
た
鞍
手
町

立
室
木
小
学
校
の
校
舎
火
災

に
つ
い
て
、
行
政
報
告
い
た

し
ま
す
。

　

ま
ず
、
こ
の
火
災
に
よ
り

町
民
の
皆
さ
ま
を
は
じ
め
、

保
護
者
の
皆
様
に
多
大
な
る

ご
迷
惑
と
ご
心
配
を
お
か
け

し
ま
し
た
こ
と
、
児
童
に
も

大
変
な
不
安
や
悲
し
い
思
い

を
さ
せ
ま
し
た
こ
と
に
つ
き

ま
し
て
深
く
お
詫
び
申
し
上

げ
ま
す
。

　

火
災
が
土
曜
日
で
あ
っ
た

た
め
学
校
は
無
人
で
あ
り
幸

い
児
童
や
教
職
員
の
人
的
被

害
は
生
じ
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
貴
重
な
行
政
財
産
に
損

害
を
与
え
た
こ
と
に
つ
き
ま

し
て
も
重
ね
て
お
詫
び
申
し

上
げ
ま
す
。

　

出
火
原
因
は
放
火
等
で
は

な
く
２
年
生
教
室
で
使
用
し

て
い
る
延
長
コ
ー
ド
の
接
続

部
分
が
激
し
く
燃
え
て
お
り

漏
電
の
可
能
性
が
高
い
と
警

察
署
よ
り
説
明
を
受
け
ま
し

た
。

　

火
災
を
目
撃
し
た
児
童
や

思
い
出
の
作
品
等
も
含
め
持

ち
物
を
焼
失
し
た
児
童
も
お

り
、
児
童
全
体
の
心
の
ケ
ア

が
必
要
で
あ
る
と
思
わ
れ
、

引
き
続
き
観
察
を
行
う
よ
う

に
指
導
し
て
お
り
ま
す
。

　

校
舎
の
本
格
的
な
復
旧
工

事
に
つ
き
ま
し
て
は
、
２
月

26
日
か
ら
行
わ
れ
て
お
り
３

月
末
ま
で
に
は
復
旧
す
る
見

込
み
で
あ
り
ま
す
。

　

今
後
こ
の
よ
う
な
こ
と
が

起
き
な
い
よ
う
、
施
設
管
理

の
指
導
を
徹
底
し
て
い
く
所

存
で
あ
り
ま
す
。

　

⑮ 平成 25 年４月 30 日発行　鞍手町議会だより　№ 98

町
長
所
信
表
明

３
月
定
例
会
の
本
会
議
冒

頭
、
德
島
眞
次
町
長
が
所

信
表
明
を
行
い
ま
し
た
。

德島町長

９
つ
の
柱
を
軸
に

１
．
子
育
て
支
援
と
教
育
振

　
　

興

２
．
雇
用
促
進

３
．
地
場
産
業
の
活
性
化

４
．
自
然
環
境
と
文
化
財
の

　
　

整
備

５
．
地
域
環
境
や
住
環
境
の

　
　

イ
ン
フ
ラ
整
備

６
．
福
祉
の
充
実

７
．
医
療
の
充
実

８
．
文
化
を
享
受
で
き
る
環

　
　

境
の
整
備

９
．
町
の
財
政
健
全
化

鞍
手
町
立
室
木
小
学
校
の

火
災
に
つ
い
て

山本教育長

行
政
報
告

　

本
補
正
予
算
は
、
平
成
25

年
１
月
27
日
に
町
長
選
挙
が

実
施
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
そ

の
費
用
の
追
加
等
の
た
め
専

決
処
分
し
た
も
の
で
す
。

　
歳
出
予
算
内
で
の
増
減
調

整
と
な
り
、
予
算
総
額
66
億

４
１
７
４
万
円
の
増
減
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　
地
方
自
治
法
の
一
部
改
正

に
伴
い
、
議
会
の
本
会
議
に

お
い
て
も
委
員
会
同
様
に
公

聴
会
の
開
催
や
、
参
考
人
の

招
致
が
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

　
ま
た
、
議
員
の
調
査
研
究

に
必
要
な
経
費
と
し
て
交
付

さ
れ
る
政
務
調
査
費
が
政
務

活
動
費
に
名
称
変
更
さ
れ
、

使
途
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で

の
調
査
研
究
に
加
え
「
そ
の

他
の
活
動
」
の
追
加
や
経
費

の
範
囲
に
つ
い
て
は
、
新
た

に
条
例
を
制
定
し
、
ま
た
条

例
の
一
部
が
改
正
さ
れ
ま
し

た
。

　
介
護
保
険
広
域
連
合
議
会

議
員
と
し
て
選
出
さ
れ
て
い

た
前
町
長
の
死
去
に
伴
い
、

新
た
に
議
員
選
出
の
選
挙
が

行
わ
れ
、
德
島
眞
次
町
長
が

当
選
さ
れ
ま
し
た
。

臨
時
会

平
成
25
年
第
１
回
臨
時
会
が
２
月
15
日
に
開
催

さ
れ
、
専
決
処
分
の
承
認
な
ど
４
議
案
を
審
議

し
、
い
ず
れ
も
承
認
・
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

 

専
決
処
分
の
承
認

町
長
選
挙
に
伴
い
、
一
般

会
計
予
算
を
補
正

（
全
員
賛
成
で
承
認
）

 

そ
の
他
の
議
案
等

地
方
自
治
法
の
一
部
が
改

正
さ
れ
た
た
め

▼
議
会
会
議
規
則
の
一

部
を
改
正

▼
議
会
政
務
活
動
費
の

交
付
に
関
す
る
条
例

の
制
定

▼
議
会
政
務
調
査
費
の

交
付
に
関
す
る
条
例

の
特
例
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

福
岡
県
介
護
保
険
広
域
連

合
議
会
議
員
の
選
挙



　

議
会
を
傍
聴
し
て

ち
ょ
っ
と
一
言

　
鞍
手
町
に
は
、
課
題
が
山
積

し
て
お
り
、
３
月
議
会
で
、
５

名
の
議
員
と
執
行
部
と
の
質
疑

応
答
を
拝
聴
し
て
、
鞍
手
町
の

未
来
に
飛
躍
す
る
兆
し
が
見
え

て
来
た
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。

　
町
民
の
皆
さ
ん
か
ら
直
接
聞

い
た
、
生
の
声
を
思
い
出
し
、

一
人
ひ
と
り
の
願
望
を
肝
に
銘

じ
て
、
ぶ
つ
け
合
っ
て
、
問
題

の
解
決
に
取
り
組
む
こ
と
を
希

望
し
ま
す
。　

（
弥
生
区　
有
松　
弘
美
さ
ん
）

　

新
年
度
に
入
り
、
学
校
や
職
場

も
、
新
た
な
生
活
に
入
っ
て
い
ま

す
。
議
会
も
新
町
長
に
な
っ
て
初

め
て
の
定
例
会
が
終
わ
り
ま
し

た
。

　
３
月
定
例
会
は
、
予
算
議
会
で

も
あ
り
、一
般
質
問
や
議
案
質
疑
、

委
員
会
審
査
な
ど
で
、
議
論
が
深

め
ら
れ
ま
し
た
。

　
今
後
と
も
住
み
よ
い
鞍
手
町
に

す
る
た
め
に
真
剣
な
審
議
を
行
っ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
是
非
、
議
会
傍
聴
に
来
て
い
た

だ
き
、
感
想
な
ど
も
お
寄
せ
い
た

だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　

(

宇
田
川　
亮)

■
編
集
後
記

発
行
責
任
者

議
会
議
長  　
川　
野　
高　
實

編
集
ス
タ
ッ
フ

委 

員 

長  　
岡　
﨑　
邦　
博

副
委
員
長  　
宇
田
川　
　
　
亮

委　
　
員  　
田　
中　
二
三
輝

委　
　
員  　
熊　
井　
照　
明

委　
　
員  　
須　
藤　
敏　
夫

委　
　
員  　
須　
山　
由
紀
生

　剣第一保育所では、４月
１日新しいお友達を迎え、
入所進級式が行われました。
　みんな大きくなったクラ
スにちょっと緊張気味でし
たが、すぐにいつもの元気
な「つるぎ一っ子」になり
ました。
　朝の「おはよう」の元気
な声、帰りの「あしたくる
ね、またね。」のにこにこ顔
で、明日からにぎやかにな
ると思います。
　　　（剣第一保育所所長）

⑯

表紙の紹介

　
議
会
は
だ
れ
で
も
一
般

質
問
・
議
案
質
疑
を
傍
聴

で
き
ま
す
。

　
受
付
は
、
当
日
に
議
会

事
務
局
で
行
い
ま
す
の
で
、

不
明
な
点
は
お
尋
ね
く
だ

さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　
議
会
事
務
局
ま
で

　
☎
42
局
２
１
１
１
番

　
　
　
　
（
内
線
３
３
１
）

傍
聴
し
ま
せ
ん
か
。

次
回
は
、　　　　　　　議
会
で
す
。

６
月

議
会
を
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